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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年8月8日(2013.8.8)

【公表番号】特表2010-520919(P2010-520919A)
【公表日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【年通号数】公開・登録公報2010-024
【出願番号】特願2009-553175(P2009-553175)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｂ  63/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   7/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  15/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   9/15     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｂ  63/00    　　　Ｆ
   Ｃ０７Ｃ   7/13    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  15/08    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   9/15    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  15/00    １０１Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年6月18日(2013.6.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　本発明の必須の目的の一つは、このタイプのＳＭＢの相対的な不利益点（これは、多数
の大径二方向制御バルブ、すなわち、ＳＭＢプロセス流体の額面上すなわち設計上（以下
、「額面上」は「設計上」を意味する）の流量での移動に適合する開口径を有するものを
要求することである）を低減させることである。典型的には、本発明は、大開口径制御バ
ルブの数を実質的に低減させつつ、「小さいまたはゼロの濃度勾配の長い継続期間」型の
デッドゾーンの効果的な洗い流しを用いることができるという利点を維持することができ
る。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　擬似移動床吸着によって、少なくとも１種の化合物を、該化合物を含む混合物から分離
し得る装置であって、
　少なくとも１つのカラムを含み、該カラムは、複数の吸着剤床Aiを含み、該複数の吸着
剤床Aiは、少なくとも２つの供給流体：供給材料Ｆおよび脱着剤Ｄおよび少なくとも２つ
の抜き出し流体：ラフィネートＲおよび抽出液Ｅの順次的供給および抽出のための分配器
／抽出器プレートPiによって分離され、Piは、床Aiとその直下の床Ai+1の間に配置され；
　該装置は、さらに、少なくとも１つの供給材料ネットワークF-Net、脱着剤ネットワー
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クD-Net、ラフィネートネットワークR-Netおよび抽出液ネットワークE-Netを含み、前記
ネットワークのそれぞれは、複数のラインを介してカラムに接続され、該複数のラインは
、二方向分離制御バルブを含み、該二方向分離制御バルブは、α以上の開口径を有し、ネ
ットワークバルブと称され、前記供給または抜き出し流体の順次的供給または抜き出しの
ためのものであり；
　該カラムは、その高さの少なくとも主要部分にわたり、複数の隣接している重ね合わさ
れたセクターSkに分割され、各セクターSkは、カラムセクションによって構成され、該カ
ラムセクションは、２つの連続する吸着剤床Ai、Ai+1と、２つの分配器／抽出器プレート
Pi、Pi+1とを本質的に含み、該２つの分配器／抽出器プレートPi、Pi+1は、それぞれ、Ai
およびAi+1の直下に配置され；
　セクターSkのそれぞれの分配器／抽出器プレートPi、Pi+1のそれぞれは、Ｆ、Ｄ、Ｒ、
Ｅの順次的供給および抜き出しのための単一の共通ネットワークを有し；
　各セクターSkのプレートPi、Pi+1は、外側の主要バイパスラインLkを介して一緒に接続
され、該外側主要バイパスラインLkは、コネクタを介してSkのプレートPi、Pi+1のそれぞ
れに接続され、該コネクタは、単一の二方向分離制御バルブを含み、該単一の二方向分離
制御バルブは、前記プレートPiまたはPi+1に属し、プレートバルブViまたはVi+1と称され
、前記供給または抜き出し流体のPiへの順次的な供給またはPiからの抜き出しのために値
α以上の開口径を有し；
　前記バイパスラインLkのそれぞれは、Lk中を移動する流れを制限するための少なくとも
１つの制御手段を含み、該制御手段は、ラインLk上またはSkのプレートのプレートバルブ
ViまたはVi+1周りのバイパスに設置され；
　セクターSkのそれぞれのバイパスラインLkは、単一のラインを介してネットワークF-Ne
t、D-Net、R-Net、E-Netのそれぞれに接続され、該単一のラインは、α以上の内径を有し
、単一のネットワークバルブ、それぞれ、VFk、VDk、VRk、VEkを含み、該ネットワークバ
ルブVFk、VDk、VRk、VEkは、Ｆ、Ｄ、ＲまたはＥに対応する流体のセクターSkへの順次的
供給または該セクターSkからの抜き出しのためにα以上の開口径を有し；
　該装置は、さらに、複数の外側二次バイパスラインMkを含み、ラインMkのそれぞれは、
２つの接続点を介して２つの隣接セクターSk-1およびSkを接続し；
　第１の接続点は、上部セクターSk-1の下部プレートPi-1に接続するコネクタ上のPi-1お
よびプレートバルブVi-1の間に配置され；
　第２の接続点は、下部セクターSkの上部プレートPiに接続するコネクタ上のPiとプレー
トバルブViの間に配置され；
　外側二次バイパスラインMkのそれぞれは、二方向制御バルブVMkを含み、該二方向制御
バルブVMkは、β以下の内部開口径を有し、ここでαおよびβは、以下の不等式を満足す
るように選択される：３０ｍｍ≦１．７×β≦α≦６００ｍｍ、β≦０．６α；
　前記装置は、少なくとも２つの重ね合わされた隣接セクターSkおよびSk+1を含み、それ
ぞれは、２つの分配器／抽出器プレートを有し、Skは、プレートPiおよびPi+1を含み、該
プレートPiおよびPi+1は、外側バイパスラインLkを介して接続され、該外側バイパスライ
ンLkは、２つのコネクタを介してカラムに接続され、該２つのコネクタは、それぞれ、プ
レートバルブViおよびVi+1を含み、Sk+1は、プレートPi+2およびPi+3を含み、該プレート
Pi+2およびPi+3は、外側バイパスラインLk+1を介して接続され、該外側バイパスラインLk
+1は、２つのコネクタを介してカラムに接続され、該２つのコネクタは、それそれ、プレ
ートバルブVi+2およびVi+3を含み、カラム上のSkの該２つのコネクタは、それらの間に、
カラムの軸に対する角オフセット０または２０°以下を有し、カラム上のSk+1の該２つの
コネクタは、それらの間に、カラムの軸に対する角オフセット０または２０°以下を有し
、Skのコネクタは、Sk+1のコネクタと、平均角オフセット７０～１１０°を有する、装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、カラム全体は、頭部プレートを含むカラム頭部および
場合によっては下部床および／または下部プレートを含むカラム底部を除いて、複数の重
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ね合わされた２つのプレートのセクターによって構成され、単一のセクターSkの該２つの
コネクタは、それらの間に、カラムの軸に対して角オフセット０または２０°以下を有し
、あらゆる２つの隣接した重ね合わされたセクターは、それらの間に、それらのコネクタ
の平均角オフセット７０～１１０°を有する、装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の装置であって、あらゆるセクターSkのコネクタは、それらの
間に、実質的に０の角オフセットを有し、あらゆる２つの隣接する重ね合わされたセクタ
ーは、それらの間に、実質的に９０°のそれらのコネクタの平均角オフセットを有する、
装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１つに記載の装置であって、セクターSkの各プレートPiは、複
数のパネルDMEi,jにさらに分割され、該複数のパネルDMEi,jは、１方向に平行なセグメン
トを有し、供給流体を供給しかつ抜き出し流体を抽出するために単一のコネクタ（EMi）
に接続され、セクターSkの各プレートについて、単一のセクターSkのプレートの平行セグ
メントパネルの方向は、それらの間に、角オフセット０または２０°以下を有し、セクタ
ーSkのプレートの平行セグメントパネルの平均の方向は、隣接するセクターSk+1またはSk
-1のパネルの方向に対して角オフセット７０～９０°（限界値を含む）を有する、装置。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか１つに記載の装置であって、セクターSkの各プレートPiは、複
数のパネルDMEi,jにさらに分割され、該複数のパネルDMEi,jは、１方向に平行なセグメン
トを有し、供給流体の供給および抜き出し流体の抽出のために単一のコネクタ（EMi）に
接続され、単一のセクターSkまたは２つの重ね合わされたセクターに属する２つの重ね合
わされた隣接プレートの各集合について、プレートの１つの平行セグメントの方向は、他
のプレートの平行セグメントの方向と角オフセット７０～９０°（限界値を含む）を有す
る、装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１つに記載の装置であって、バイパスラインLkは、Lkに接続さ
れたネットワークバルブの最大の開口径に少なくとも等しい内径を有する、装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１つに記載の装置であって、カラム全体は、場合によっては頭
部プレートを含むカラム頭部を除くが、前記隣接する重ね合わされたセクターSkによって
構成され、該カラムは、吸着剤の下部床Anに対応するプレートPnに取り込まれる下部出口
ラインを含む、装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１つに記載の装置であって、前記バイパスラインLkのそれぞれ
は、Lk中を流通する流れを制限するための少なくとも１つの制御手段を含み、これは、Sk
のプレートPiのプレートバルブVi+1周りのバイパスとして設置される、装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の装置であって、前記プレートバルブVi+1周りのバイパスとして設置さ
れた前記Lk中を流通する流れを制限するための手段は、Vi+1の開口径より小さい開口径を
有する制御バルブを含む、装置。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１つに記載の装置であって、３０ｍｍ≦１．７×β≦α≦６０
０ｍｍである、装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１つに記載の装置を用いて生成物を分離する方法であって、
１サイクルの間に、
・各ラインLkは、Ｆ、Ｄ、Ｒ、Ｅをそれらの設計上の流量でSkの各プレートにまたはSkの
各プレートから、直列の対応するプレートバルブおよび対応するネットワークバルブを介
して流通させるために順次的に用いられ；
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・Lkに接続されたどのネットワークバルブも開でない少なくとも一部の時間の間、該装置
のプレートに由来し、該装置の別のプレートにリサイクルされる内部流れを用いて、流体
Ｆ、Ｄ、Ｒ、Ｅの設計上の流量より少ない流量で外側の主要バイパスラインLkのそれぞれ
の洗い流しが行われ、Lkの全ての内部洗い流しは、Lkに接続されたネットワークバルブが
開である場合に停止させられ；
・少なくとも時間の一部にわたって、装置のプレートに由来し、装置の別のプレートにリ
サイクルされる内部流れを用いて、流体Ｆ、Ｄ、Ｒ、Ｅの設計上の流量より少ない流量で
外側二次バイパスラインMkのそれぞれの洗い流しが行われる、方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、Lkの洗い流しは、Skの上部プレートPiからの流れを
流通させることによって行われ、Skの下部プレートPi+1にリサイクルされる、方法。
【請求項１３】
　請求項１１または１２に記載の方法であって、Mkの洗い流しは、Sk-1の下部プレートPi
+1からの流れを流通させることによって行われ、Skの上部プレートPiにリサイクルされる
、方法。
【請求項１４】
　請求項１１～１３のいずれか１つに記載の方法であって、Lkの内部洗い流しは、Skの上
部プレートPiからSkの下部プレートPi+1へ、Skが順次的供給または順次的抜き出しのため
の前記流体ネットワークの１つに接続されないあらゆる期間であって、Skに接続されたネ
ットワークバルブの１つが、前記流体の１つを上部プレートPiに供給するかまたはそこか
ら抜き出すために開である期間の直前である、期間において行われる、方法。
【請求項１５】
　請求項１１～１４のいずれか１つに記載の方法であって、バイパスラインLkのそれぞれ
について、Lkは、Lkに接続されたどのネットワークバルブも開でない時間全体の間に洗い
流される、方法。
【請求項１６】
　パラキシレンを、８個の炭素原子を本質的に含む芳香族炭化水素の供給材料から分離す
るための請求項１１～１５のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１７】
　メタキシレンを、８個の炭素原子を本質的に含む芳香族炭化水素の供給材料から分離す
るための請求項１１～１５のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１８】
　少なくとも１種の直鎖パラフィン炭化水素を、該炭化水素を含む炭化水素供給材料から
分離するための請求項１１～１５のいずれか１つに記載の方法。
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